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Abstract
Along with the increase in globalization, universities in Japan have placed increasing emphasis 
on study-abroad programs to help students gain a global mindset. Therefore, it becomes necessary 
for Japanese universities to understand why students choose to go study abroad and what factors 
can lead or hinder them to join the programs. Participants were 109 undergraduate students of 
business major at a university located in Tokyo. This work tests the four hypotheses. The results 
show that the preference is related to perception of advantages of study abroad programs and prior 
international travel experience. On the other hand, the preference is not related to perception of 
barriers of study abroad programs.
要　　約
本調査の目的は、大学が主催する短期海外留学プログラムに対する学生の志向を要因分析す
ることである。グローバル化の進展によりグローバルマインドセットの育成が注目され、その
育成の場として大学への期待が高まっている。本調査では、先行文献では扱っていない１か月
未満の短期海外滞在経験と海外留学の障害要素を含めて、学生の短期海外留学への志向を分析
した。分析は、都内四年制大学商学部109名に対し、質問紙調査を行った。分析方法は、相関
分析、ｔ検定、カイ２乗検定を用いた。結果、大学生の短期海外留学への志向は、留学のアド
バンテージ要素の捉え方と過去の１か月未満の海外滞在経験に関係があり、留学の障害要素と
は関係がないことがわかった。
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１．はじめに
本調査の目的は、大学が主催する短期海外留学プログラム（以下、短期海外留学）に対する学生の志
向を要因分析することである。具体的には、大学生は、短期海外留学のどのようなところに魅力を感じ
ているのか、そしてどのような点が短期海外留学の魅力を減退させる障害になっているのか、さらには
学部や学年、性別、過去の海外滞在経験など個人的な特性によって短期海外留学に対する志向に違いが
あるかのかどうかを明らかにする。
本調査では、大学生の短期海外留学を取り扱う。大学生は、都内の総合大学商学部の１、２年生の日
本人学生である。短期海外留学は、当大学が主催する４週間のニュージーランド語学留学プログラムで
ある。この短期海外留学プログラムは、春休みを利用して、ホームステイをしながら、平日に約５時間
語学学校で英語のレッスンを受けるものである。参加募集人数は20名で、参加を希望する学生は自ら申
し込みを行い、参加費用（約40万円）も参加者自身が負担する。調査対象の大学の短期海外留学の参加
者に対するサポートは、数回の事前留学準備講座を実施していることと、参加後単位が付与されること
がある。
本調査の範囲を大学生の短期
海外留学に絞った理由は、２つあ
る。１つめは、１年以上の長期海
外留学者よりも短期海外留学者
の方が、圧倒的に人数が多いこと
である。日本学生支援機構（日本
学生支援機構，2015）によると、
大学間の協定などに基づく日本
人留学生数のうち、留学期間が１
年未満の割合は99％となってい
る（図１）。２つめは、大学生の
海外留学が社会から期待されて
いることである。文部科学省は、「グローバル人材育成推進事業」や「トビタテ！留学 JAPAN」を実
施し、日本人学生の留学を促進している。日経連のアンケート調査では、企業が大学に優先的に取り組
んでほしいと思うものとして、「『海外大学との大学間交流協定による短期・長期の留学プログラム、奨
学金の拡充などによる日本人学生』の海外留学の奨励」（307社、70％）が突出して高く」なっている（日
本経済団体連合会，2015）。
大学生の海外留学が期待される背景として、企業のグローバル化により、グローバルマインドセット
の育成が重要な課題となっていることがある。さらには、グローバルマインドセットの早期育成が注目
され、その育成の場として大学教育への期待が高まっていることがある。企業のグローバル化について
は、財務省（財務省，2015）による対外直接投資残高の増加や、外務省（外務省，2015）による、海外
在留邦人のうち永住者を除いた長期滞在者の増加から確認できる。多くの組織で、海外駐在員や海外と
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図１　海外大学との協定等に基づく日本人留学生数（留学期間別）
（注 ）海外の大学等における学位取得を目的とした教育又は研究等のほか、
学位取得を目的としなくても単位取得が可能な学習活動や、異文化体
験・語学の実地習得、研究指導を受ける活動等も含む。
（資料 ）日本学生支援機構「平成25年度協定等に基づく日本人学生留学状
況調査結果」より筆者作成。
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の取引に係るグローバルマインドセットを持った人材への需要が増加している。
多くの大学はこの需要の増加にこたえて、海外の大学との協定や大学主催の短期海外留学・異文化交
流プログラムを増やしている（文部科学省、2015）。しかし、海外留学する学生は期待するほどは増加
していない。調査対象の大学でも、短期海外留学申込者が少ないことが課題となっている。
したがって、本調査で短期海外留学に対する学生の志向がわかれば、海外留学に対する社会の期待と
学生の志向とのミスマッチの要因を明らかにすることができる。さらには、プログラム内容や情報伝達
方法の工夫などによりミスマッチを解消し、大学生の短期海外留学を増加させられる可能性もある。
２．先行文献レビュー
本調査は、学術的にも重要な課題である。なぜなら、グローバルマインドセットやグローバル人材育
成は、経営学において、近年重要な研究分野となっている。例えば、経済・経営の学会である日本経済
学会連合会と人材育成学会は、2015年年次大会のテーマとしてグローバル人材を取り上げている。以下
では、先行文献のレビューを行う。
2.1.　短期の海外滞在経験とグローバルリーダーシップ / グローバルマインドセット育成との関係性
Oddou らは、「短期間の海外出張は、海外転勤の代わりにはならないが、うまく計画を立てるとグロー
バルリーダーシップの育成を高めることができる。（日本語の訳は引用者による）」と述べている 
（Oddou, Mendenhall, & Ritchie, 2000）。Alon らによると、グローバルリーダーシップの３つのコアで
ある “Intelligences: Intelligence Quotient （IQ）, Emotional Intelligence （EI）, and Cultural Intelligence 
（CI）” を育成するには、アセスメントと教育、海外経験が有効であると述べている（Alon & Higgins, 
2005）。白木三秀は、（おもに滞在期間が１−２年の）『海外トレーニー制度』を通して、「異文化ビジネ
ス環境への適応能力」（回答企業比率97.8％）や「語学力」（同96.2％）などグローバルマインドセット
が身についたと示している（白木三秀，2014）。上記の先行文献は、短期の海外経験を２年未満の海外
滞在経験として捉えている。しかし、１か月未満の海外滞在経験でも、長期間の海外居住経験と同様の、
国際業務への志向と異文化受容性などグローバルマインドセットが身につく可能性があることが筆者の
先行調査で明らかになった（小西由樹子，2015）。したがって、本調査でも、学生の短期海外留学への
志向と、過去の１か月未満も含む短期間の海外滞在経験の関係性を検討する。
2.2.　大学生の留学意思決定の要因分析
次に、大学生の留学意思決定要因に関する先行文献を挙げる。松原敏浩らは、日本の大学生の留学に
対する志向を、個人特性と家庭要因から量的分析を行い、学部・学科と家庭要因（親の留学に対する態
度と、留学先の親戚・知人の有無）が影響を持つことを示した（松原敏浩，薛曉梅，李晨，& 姜輝，
2008）。船津秀樹らは、日本の大学生が海外留学する際の意思決定を計量経済学的分析で考察した。そ
して、「学生が海外留学を希望する可能性は，⑴すでに短期間でも留学した経験がある，⑵卒業後留学
する希望がある，⑶将来所得に対してそれほど強気でない場合に，高くなること」を示した（船津秀樹 
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& 堀田泰司，2004）。Pope らは、アメリカの大学生の海外留学に対するモチベーション要因を分析し、
自己成長欲求と過去の海外経験、年齢要因が関係あることを示した（Pope, Sánchez, Lehnert, & 
Schmid, 2014）。最後に、Hackney らは、クエートとアメリカの大学生を比較調査し、出身国によって
海外留学に対する期待や志向が異なると述べている（Hackney, Boggs, Kathawala, & Hayes, 2014）。上
記の先行研究は、いずれも留学のアドバンテージ要素や、個人特性などから学生の志向を分析しており、
海外留学の障害要素を含めて検討したものはない。しかし、本調査の事前インタビューで、学生から短
期海外留学のアドバンテージ要素よりも障害要素の方が頻繁に上がってきていた。したがって、本調査
の質問票に短期海外留学の障害要素を含めた。障害要素の質問項目は、事前インタビューで学生から出
た意見に加えて、Perlmutter （Perlmutter, 1969）のグローバルリーダーが直面する障害要素を追加した。
３．分析の枠組み
3.1.　仮説
大学主催の短期海外留学に対する学生の志向を要因分析するために、以下の４つの仮説を設定した。
仮説１　 短期海外留学を魅力的と感じている学生とそうでない学生とは、短期海外留学のアドバン
テージ要素の捉え方に違いがある
仮説２　 短期海外留学を魅力的と感じている学生とそうでない学生とは、短期海外留学の障害要素の
捉え方に違いがある
仮説３　個人特性（学科、学年、性別）は、短期海外留学を魅力的と感じる度合いと関係がある
仮説４　個人特性（過去の海外経験の有無）は、短期海外留学を魅力的と感じる度合いと関係がある
3.2.　研究方法概要 
本調査は、都内四年制大学商学部の１、２年生の学生を対象にした大学主催の短期海外留学に対する
意識を質問紙で調査した（表１）。質問紙調査の前に、筆者が当該短期海外留学の内容を説明し、その
表１　調査対象者の構成
質問項目 数（人） 構成比（％）
学科
　会計・経営 56 51.4
　国際ビジネス 53 48.6
学年
　１年 58 53.2
　２年 51 46.8
性別
　男 69 63.3
　女 40 36.7
これまでの海外滞在経験の有無（重複回答可）
　１か月未満の旅行や語学研修経験がある 39 35.8
　１か月以上１年未満の海外滞在経験がある 7 6.4
　１年以上の海外滞在経験がある 1 0.9
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後学生はグループに分かれて意見交換を行った。質問項目は、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だ
と思う」と、アドバンテージ要素６項目、障害要素７項目、個人特性６項目とした。評定尺度はリッカー
ト形式の５段階「１．全くそう思わない」「２．あまりそう思わない」「３．どちらでもない」「４．わ
りとそう思う」「５．とてもそう思う」を用いた。実施時期は2015年５月。調査は通常の授業時間に行っ
た。抽出方法は、調査に便利なサンプル（筆者が授業を担当している学生）である。分析方法は、相関
分析、ｔ検定、カイ２乗検定を行った。
　調査日　　　　　　2015年５月
　対象　　　　　　　都内四年制大学商学部の１、２年生
　データ収集方法　　５段階リッカート形式の質問紙調査
　サンプル数　　　　109（有効回答率　100％）
４．分析結果と考察
本調査の結果、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の平均値が3.94と高かった。このこ
とから、多くの学生が大学主催の短期海外留学に魅力を感じていることがわかった。これは予想外の結
果であった。なぜなら、大学は参加者低迷の原因を短期海外留学プログラムの人気のなさだと考えてい
たからである。本調査対象のプログラムの定員は20名であり、募集対象の商学部の学生は約1,200名で
ある。本調査の結果、調査対象109人中の77人（70.6％）の学生が短期海外留学に魅力を感じているので、
人気度は十分である。したがって、短期海外留学に参加者が集まらないのは、総合的な魅力度以外の要
素が関係している可能性がある。そこで、海外短期留学のアドバンテージ要素と障害要素の詳細を見て
いく。まず、アドバンテージ要素は６項目中５項目の平均値が４を超え、標準偏差も小さかった。この
結果から、短期海外留学のアドバンテージ要素は多くの学生に支持されてことが分かる。一方で、障害
要素の回答にはばらつきがあった。障害要素のうち平均値が高かったのは「言葉の壁が高い（4.06）」
と「現地に馴染むのに精神的な苦労がある（3.73）」であり、低かったのは「日本を離れるのはキャリ
アパス上、不利になる（2.50）」と「外国人と信頼関係を築くのは難しい（2.49）」であった。このこと
から、短期海外留学の障害要素の感じ方は、アドバンテージ要素と異なり、項目によって差があること
がわかる（表２）。
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次に、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答と、アドバンテージ要素と障害要素と
の関係を見たところ、多くの項目と強い相関が確認された。まず、アドバンテージ要素では６項目すべ
てで「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答と有意な正の相関がみられた。次に、障害
要素については、７項目中３つ、「現地に馴染むのに精神的な苦労がある（治安、不便さなど）（r= -.198, 
p<.05）」「ずっと外国人と一緒にいると気が休まらない（r= -.260, p<.01）」「外国人と信頼関係を築くの
は難しい（r= -.289, p<.01）」で、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答と統計的に有
意な負の相関がみられた（表３）。
表３　「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」と各要素との相関
Peason の
相関係数
有意確率
（両側）
アドバンテージ
要素
将来のキャリアに有利だ .488** .000
海外留学そのものが魅力的だ .709** .000
語学力を向上したり発揮したりできる .578** .000
新しい文化を経験できる .541** .000
自分の成長につなげることができる .618 .000
視野を広げることができる .521** .000
障害要素 言葉の壁が高い -.109 .260
現地に馴染むのに肉体的な苦労がある（自然環境など） -.184 .055
現地に馴染むのに精神的な苦労がある（治安、不便さなど） -.198* .039
自分の国の価値観や見方を変えるのは難しい -.091 .348
ずっと外国人と一緒にいると気が休まらない -.260** .006
日本を離れるのはキャリアパス上、不利になる -.126 .191
外国人と信頼関係を築くのは難しい -.289** .002
（注）**.　相関係数は１% 水準で有意（両側）、*.　相関係数は５％水準で有意（両側）を表す。
表２　質問調査結果
平均
値
標準
偏差
回答件数
１ ２ ３ ４ ５ 合計
短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う 3.94 1.070 3 9 20 36 41 109
アドバンテージ
要素
将来のキャリアに有利だ 4.30 .866 0 6 11 36 56 109
海外留学そのものが魅力的だ 3.94 1.057 2 11 19 37 40 109
語学力を向上したり発揮したりできる 4.26 .937 2 3 16 32 56 109
新しい文化を経験できる 4.45 .908 3 2 7 28 69 109
自分の成長につなげることができる 4.43 .821 1 2 11 30 65 109
視野を広げることができる 4.41 .905 3 1 10 29 66 109
障害要素 言葉の壁が高い 4.06 1.087 3 10 13 35 48 109
現地に馴染むのに肉体的な苦労がある（自然環
境など）
3.55 1.206 4 24 18 34 29 109
現地に馴染むのに精神的な苦労がある（治安、
不便さなど）
3.73 1.160 3 19 16 37 34 109
自分の国の価値観や見方を変えるのは難しい 2.94 1.181 12 30 33 21 13 109
ずっと外国人と一緒にいると気が休まらない 2.92 1.180 15 24 36 23 11 109
日本を離れるのはキャリアパス上、不利になる 2.50 1.094 23 31 37 13 5 109
外国人と信頼関係を築くのは難しい 2.49 1.111 20 42 28 12 7 109
（注 ）リッカートの尺度は、１．全くそう思わない、２．あまりそう思わない、３．どちらでもない、４．わりとそ
う思う、５．とてもそう思う。
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次に、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答の高低で、２つのグループにわけて、
仮説１、２を検討した。具体的は、上記の質問の回答で、４以上（４．わりとそう思う、５．とてもそ
う思う）を上位群、３以下（３．どちらでもない、２．あまりそう思わない、１．全くそう思わない）
を下位群として２つに分け、２グループで短期海外留学のアドバンテージ要素と障害要素の回答の平均
値を比べた。そして、この２群の平均値の差が統計的に意味のある差かどうかを検定するためｔ検定を
行った（表４）。
仮説１　 短期海外留学を魅力的と感じている学生とそうでない学生とは、短期海外留学のアドバン
テージ要素の捉え方に違いがある
「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答の高低で、上位群と下位群の２グループにわ
けて、アドバンテージ要素の平均値の差を検定したところ、全６項目で統計的に有意な差が確認された
（表４）。具体的には、「将来のキャリアに有利だ（t= 5.36, df=107, p<.01）」、「海外留学そのものが魅力
的だ（t= 7.24, df=107, p<.01）」、「語学力を向上したり発揮したりできる（t= 4.90, df=107, p<.01）」、「新
しい文化を経験できる（t= 4.55, df=107, p<.01）」、「自分の成長につなげることができる（t= 5.34, 
df=107, p<.01）」、「視野を広げることができる（t= 4.46, df=107, p<.01）」であった。このことから、短
期海外留学を魅力的だと捉えている学生たちは、そうではない学生たちと比べて、短期海外留学のアド
バンテージ要素（将来のキャリアに役立つこと、留学そのものへの魅力度、語学力向上、新しい文化の
経験、自己成長や視野の広がり）を強く感じていることが読み取れる。したがって、仮説１は支持され
たと考えることができる。この結果は、先行研究の結果と同様である。Pope も「自己成長欲求」が留
学意思決定に影響していると述べている（Pope et al., 2014）。
表４　短期海外留学の魅力度の回答で分けた2グループの各要素の回答の比較
上位群（n=77） 下位群（n=32） t 検定
（両側）平均 標準偏差 平均 標準偏差
将来のキャリアに有利だ 4.558 0.698 3.688  .931 .000**
海外留学そのものが魅力的だ 4.325 0.834 3.000 0.950 .000**
語学力を向上したり発揮したりできる 4.558 0.659 3.531 1.107 .000**
新しい文化を経験できる 4.753 0.463 3.719 1.250 .000**
自分の成長につなげることができる 4.727 0.477 3.719 1.023 .000**
視野を広げることができる 4.701 0.540 3.719 1.198 .000**
言葉の壁が高い 4.026 1.051 4.125 1.185 .667
現地に馴染むのに肉体的な苦労がある（自然環境など） 3.429 1.175 3.844 1.247 .102
現地に馴染むのに精神的な苦労がある（治安、不便さなど） 3.649 1.121 3.938 1.243 .239
自分の国の価値観や見方を変えるのは難しい 2.857 1.167 3.125 1.212 .283
ずっと外国人と一緒にいると気が休まらない 2.805 1.124 3.188 1.281 .124
日本を離れるのはキャリアパス上、不利になる 2.429 1.093 2.688 1.091 .262
外国人と信頼関係を築くのは難しい 2.312 1.003 2.906 1.254 .010
（注１）「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答が４以上を上位群、３以下を下位群とした。
（注２）**.　相関係数は１% 水準で有意（両側）、*.　相関係数は５% 水準で有意（両側）を表す。
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仮説２　 短期海外留学を魅力的と感じている学生とそうでない学生とは、短期海外留学の障害要素の
捉え方に違いがある
仮説１と同様に、２グループで障害要素の平均値の差を検定したところ、どの項目でも統計的に有意
な差は確認されなかった（表４）。この結果は、興味深いものである。なぜなら、先述したように、学生
への事前インタビューでは、短期海外留学の障害要素が声高に頻繁にあがっていたからである。そこで、
筆者は短期海外留学に魅力を感じる度合いは、障害要素をどれだけ強く捉えているのかと関係があると
想定して、この仮説２を設定した。しかし、本調査結果からは、短期海外留学を魅力的に感じている上
位群の学生とそうではない下位群の学生との間に、障害要素の捉え方に違いがなかったことが分かった。
最後に、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答と個人特性のカイ２乗検定を行い、
仮説３、４を検討した（表５）。
表５　「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」と個人特性とのカイ 2 乗検定結果
カイ２乗検定 自由度
漸近有意確率
（両側）
個人特性 学科 26.45 4 .000**
学年  3.17 4 .530
性別  1.23 4 .872
これまでに１か月未満の海外滞在（旅行や語学研修）がある 10.11 4 .039**
（注）**.　相関係数は１% 水準で有意（両側）。
仮説３　個人特性（学科、学年、性別）は、短期海外留学を魅力的と感じる度合いと関係がある
「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答と個人特性（学科、学年、性別）のカイ２乗
検定を行った。その結果、学科（χ2　（4, N=109）=26.45, p<.01）のみ有意な差が出た（表５）。したがっ
て、仮説３は部分的に支持されたと考えられる。この結果から、国際ビジネス学科の学生は、会計・経
営学科の学生よりも、海外や留学に対して好意的な意見を持っていることが確認できた。この結果は、
多くの人にとって予想通りのことだと思われる。松原らの研究でも、学部・学科が留学への志向に影響
していると述べている（松原敏浩ら，2008）。しかし、この学科の差異について筆者が注目したのは、
両学科の過去の１か月未満の海外滞在経験者数の差異である（表６）。
会計・経営学科の１か月未満の海外滞在経験者数は14人（構成比25.0％）に対して、国際ビジネス学
科は25人（同、47.2％）と高い。この結果
から、学科が短期海外留学に対する志向と
関係があるのではなく、過去の短期間の海
外滞在経験が学科の選択（国際ビジネス専
攻）と関係し、さらには短期海外留学の志
表６　学科別に見た１か月未満の海外滞在経験者数
個人特性 数（人） 構成比（％）
学科
　会計・経営 14 25.0%
　国際ビジネス 25 47.2%
　合計 39 35.8%
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向に関係している可能性がある。
仮説４　個人特性（過去の海外経験の有無）は、海外研修を魅力的と感じる度合いと関係がある
仮説３と同様に、「短期海外留学は総合的に見て魅力的だと思う」の回答と、過去の１か月未満の海
外滞在経験（海外旅行や短期の語学研修を含む）の有無とのカイ２乗検定を行った１。結果は、有意な
差（χ2　（4, N=109）=10.11, p<.05）が見出せた（表５）。したがって、仮説４は支持されたと考えられる。
この結果は、新しい発見である。なぜなら、１か月未満というとても短い海外滞在経験が、短期海外留
学を魅力的だと感じる度合いと関係があることを示した先行文献はないからである。たしかに、筆者が
あげた先行文献は、いずれも短期の海外経験と、グローバルリーダーシップやグローバルマインドセッ
ト、留学に対する志向との関係性を示している（Alon & Higgins, 2005; Oddou et al., 2000; Pope et al., 
2014; 白木三秀，2014; 船津秀樹 & 堀田泰司，2004）。しかし、これらの文献があつかう海外滞在経験は
数か月以上の比較的長期間のものである。加えて、この１か月未満というとても短い海外滞在経験が、
短期海外留学を魅力的だと感じる度合いと関係があるという新しい発見は、筆者の過去の調査結果（１
か月未満の海外滞在経験でも、長期間の海外居住経験と同様の、国際業務への志向と異文化受容性など
グローバルマインドセットが身につく可能性があること）を補強するものとなった（小西由樹子，2015）。
５．結論、調査の限界と今後の課題
本調査結果は、学術的にも、実務的にも意義がある。まず、学術的には、大学生の短期海外留学への
志向と関係する要素が明らかになったことである。本調査では、学生の短期海外留学への志向は、留学
に対するアドバンテージ要素の捉え方と関係があり、留学に対する障害要素とは関係がないことがわ
かった。また、個人特性では、（これまで検証されたことのない）過去の１か月未満の海外滞在経験が、
短期海外留学への志向と関係があることが分かった。個人特性のうち、学科との関係性については、前
述の通り、学科と短期海外留学に対する志向は見せかけの関係性であり、本当は過去の１か月未満の海
外滞在経験が学科選択と関係し、この過去の海外滞在経験が短期海外留学に対する志向と関係している
可能性がある。今後、さらなる検証が必要だと考えている。
本調査結果を踏まえて、２つの実務的な応用が考えられる。１つめは、大学主催の短期海外留学プロ
グラムに対する魅力度を上げ、参加者を増加させるためには、学生に対して、短期海外留学の障害要因
の緩和を説得するのではなく、短期海外留学のアドバンテージ要素を強調することが有効である可能性
が高いことである。２つめの実務的な応用可能性は、短期海外留学の前に、学生に１か月未満の非常に
短期の海外旅行を経験させることである。本調査結果から、過去の１か月未満の海外滞在経験は、大学
主催の短期海外留学プログラムへの魅力度と関係があることがわかった。したがって、大学は、短期海
外留学プログラムより前に、非常に短期間の海外旅行経験を学生に経験させることが、短期海外留学の
参加者を増やす有効な方法となる可能性がある。特に、これまで一度も海外旅行経験のない学生には効
果があると考えられる。
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最後に、本調査の限界と今後の課題について述べる。まずは、サンプルの拡張を検討したい。今回の
調査は、１つの大学の商学部の学生を対象に、特定の短期海外留学プログラムを対象に行った。しかし、
大学や学部、留学先によって、学生の短期海外留学に対する志向に違いがあるかもしれない。したがっ
て、本調査結果の説得力を増すために、サンプルの拡張に取り組んでいきたい。加えて、質問項目の精
緻化も行いたい。本調査で、１か月未満の海外滞在経験と短期海外留学への志向に関係があることが分
かった。しかし、過去の海外滞在経験をもっと具体的に、例えば海外滞在した年齢や海外滞在の種類な
どによって違いがでるのかどうかを、質問項目を追加することによって検証したい。最後に、多くの学
生が短期海外留学を魅力的と感じているにもかかわらず、実際には参加申し込みをしていない。この
ギャップが発生する原因についても検討を行いたい。
注：
１　本調査では１か月以上の海外滞在経験項目はサンプル数が少ないため（８人）、検定を行わなかった。
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